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皆さんこんにちは。
NTTデータの山本と申します。
本日は、「金融ビジネスの NEXT DX～経営管理

の深化とグリーン社会～」と題してお話をさせていた
だければと思います。

Slide 2　自己紹介

まず自己紹介でございます。
私はこの業界に入って二十数年経ちますけれども、

ここ最近はデジタルをキーワードにいろいろな金融機
関さんをお手伝いさせていただいているといったとこ
ろでございます。
本日も、そのデジタルを中心にお話をさせていただ

きたいと思います。
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Slide 1
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Slide 3　アジェンダ

全体のアジェンダはこういった形で、前半では金融
を取り巻く世界、特にデジタルを中心にお話をする中
で、データ起点での戦略、データドリブン経営につい
てお話をしたいと思っております。
後半は、そのデジタルを使いながら、中小企業の

デジタル化をしていく話、最後にグリーンというお話
をさせていただければと思っております。
では、早速入っていきたいと思います。

1．はじめに
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  Slide 5　「2025 年の崖」から 2 年

DXは、その前段として、「2025年の崖」が大きく
叫ばれたのを皆さん御記憶にも新たかと思いますけれ
ども、2年ぐらい経ちます、というところでございます。
じゃ、2年経って何が変わったのかというところが最
初のとっかかりと思っております。
実際、私どももいろいろと御支援させていただいて

おりますけれども、やはりDXそのものはなかなか進
んでいない、まだ「2025年の崖」が解消したと言うに
はちょっと遠いといったところでございます。

Slide 6　DXの定義

そういうDXですけれども、簡単に定義をしておき
たいと思います。

IT化というのは主に業務の効率化を図る観点が強
いと思っておりますけれども、それよりもう少し踏み込
んで、DX自体はデジタルテクノロジーを使いながら
経営や事業の在り方、そして最後は生活とか働き方
そのものを変革していくといったところでございます。
そういった意味においては、DX は非常に大きな

範囲を含んでおりまして、組織の目指す方向とか向か
う過程でデジタルがどのように役割を果たすのか、期
待するのかといったところの戦略的な着眼点も大事に
なってくると思っております。
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Slide 7　DXにおける 三 つ の 課題

実際、DXをやっていく中において、私どももいろ
いろやらせていただいている中で課題感は多数ありま
すけれども、ここでは 3つほど挙げています。

1つ目は、「企業経営へのデジタル活用」で、例え
ば AI みたいな話でいうと、コストをかけて何か新し
いところを AIを使ってやるんだというような話はする
わけですけれども、これはピンポイントで閉じていくと
ころでございます。AIそのものを面で使っていけば、
さらにより変わっていくところもあろうかと思いますけ
れども、そこはなかなかできていません。
それは、裏を返せば、他社の導入事例をまねして

いるといった部分にもつながっているのではないで
しょうか。

2点目が「異業種連携」で、要は、同業他社との比
較の目線になりがちだけれども、本来は異業種との
連携みたいなところをもう少し意識して、自分たちか
ら離れたところにこそヒントとか見るべきものがあると
いう見方をしていかなくてはいけません。

3点目は「脱自前主義」で、こちらは異業種連携と
も多少絡むところもあります。新たな価値をお客様に
提供できるだけのデータを揃えられる企業は限られて
いる中において、むしろそのデータの囲い込みみた
いな話をしがちなところもありますけれども、やはり
外部のリソース、ノウハウをうまく使うことが求められ
ていて、ここが DXを進めていく上の大きな課題感で
はなかろうかというところでございます。

Slide 8　経理・財務部門が抱える課題と DX

あわせて、ここは「経理・財務部門が抱える課題と
DX」という切り口をしています。
ここは金融機関の経理・財務部門ももちろんそうで

すし、後段でお話しする中小企業の話にもつながっ
てきますけれども、紙中心の非効率な業務体制を行っ
ているといったところです。書類と押印の文化によっ
てなかなかテレワークにならないとか、こういった部
分に忙殺されて、より高度な意思決定につながりづら
い。これは後段につながってくるところでもございま
すので、前振りとして、ここにDX上の課題があると
いったところについてお話を差し上げたということで
ございます。


